
　自動車用吸気ダクトは、吸気騒音を低減させるために消音機能を持
たせたレゾネータ（共鳴管）をつけている。従来は、金属部品とゴ
ムホースからなるダクトにレゾネータをさらにゴムホースなどでつな
ぎ、その機能を持たせていた。しかし、その製造には部品点数が多く、
金型投資もかさみ、さらには加工工数や組み付け工数も多く、コスト
が高いなどの問題をかかえていた。
　本技術は、熱可塑性プラスチック（ハード樹脂）とエラストマー（ソ
フト樹脂）を用いたブロー成形で、金属部品と消音機能を持つレゾネ
ータをハード樹脂で一体化するとともに、合わせてゴムホース部分も
ソフト樹脂で一体化し、一工程で成形するブロー成形技術。
　レゾネータを本体と一体で形成させるパリソンを部分的に大きく膨
らませ、蛇腹部や組み付け部を機能保持のために小さなパリソンとす

る高度なブロー成形技術を適用。レゾネータのみならず、部品固定に必要なブラケットなども一体成形
できるため、大幅な部品削減と軽量化を実現し、金型投資の低減と製品の大幅なコストダウンを達成した。
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